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な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
援
助
実
施
機
関
が
企
画
・
立
案

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
援
助
実
施
機
関
か
ら

の
依
頼
（
契
約
）
を
受
け
、
途
上
国
の
現
場

の
最
前
線
で
現
地
の
政
府
や
地
域
住
民
た
ち

と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
く
の
が
、「
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
で
す
。

他
国
の
国
づ
く
り
に
協
力
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ま
ず
そ
の
国

の
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
調
査
な
ど
の
た
め
に
海
外
出
張
に
出
か
け

る
こ
と
は
、
日
常
茶
飯
事
で
す
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
一
年
以
上
現
地
に
常
駐
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
、
ど
う
す
れ
ば
途

上
国
の
国
づ
く
り
に
役
立
つ
か
を
考
え
ま
す

が
、
こ
こ
に
は
高
い
専
門
性
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
専
門
性
は
ソ
フ

ト
系
（
貧
困
削
減
・
環
境
保
全
、
組
織
・
制

度
、
教
育
、
保
健
衛
生
な
ど
）
や
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
系
（
港
湾
、
水
資
源
、
道
路
な
ど
）

な
ど
幅
広
く
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
は
O
D
A
の

最
前
線
で
活
躍
す
る
専
門
性
を
持
っ
た
技
術

者
集
団
で
す
。
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、

民
間
の
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
だ
け

で
な
く
、
大
学
、
研
究
所
、
各
種
団
体
な
ど

に
所
属
し
て
い
た
り
、
個
人
で
フ
リ
ー
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
り
し
ま

す
。開

発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
他
国
の
国
づ

く
り
に
協
力
を
す
る
と
言
う
こ
と
か
ら
非
常

に
重
い
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
言
い
換

え
れ
ば
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
言
え
ま

す
。

日
本
政
府
は
発
展
途
上
国
の
経
済
・
社
会
の

発
展
や
、
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的

に
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
O
D
A
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
政
府
だ
け
で
行
う
こ
と
は

出
来
ず
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
存
在
し
、
役
割
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
支
援
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
発

展
途
上
国
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
援
助
を
行

う
か
と
い
う
援
助
政
策
の
立
案
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
担
う
の
が
日
本
政
府
（
外

務
省
・
財
務
省
な
ど
）
で
、
そ
れ
に
基
づ
き

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
か
、
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
立
案
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
役
割
を
担
う
の
が
、
援

助
実
施
機
関
と
呼
ば
れ
る
国
際
協
力
機
構

（
J
I
C
A
）、
国
際
協
力
銀
行
（
J
B
I
C
）

開
発
現
場
の
最
前
線
に
い
る
の
は

『
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
』
で
す

現
在
、
援
助
実
施
機
関
な
ど
が
発
注
す
る

開
発
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
民
間
の
開
発

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
国
民
参
加
の
声
が
高

ま
る
な
か
、
日
本
国
内
の
貴
重
な
専
門
分
野

の
人
材
を
有
し
て
い
る
大
学
の
国
際
協
力
へ

の
参
加
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
は
教
官
の
長
期
派

遣
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
場
合
の
評

価
方
法
や
事
務
作
業
の
増
大
な
ど
の
課
題
も

多
く
、
国
際
協
力
の
参
加
に
二
の
足
を
踏
ん

で
い
る
大
学
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
少
子

化
が
加
速
し
て
お
り
学
生
数
の
減
少
や
大
学

制
度
の
改
革
が
進
む
な
ど
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
一
段
と
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て

い
る
な
か
で
、
大
学
の
目
指
す
べ
き
方
向
・

あ
り
方
が
早
急
に
再
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
方
策
は
、
国
際
的
事
業
に
積
極

的
に
関
わ
り
、
国
際
社
会
に
お
い
て
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
す
で
に
一

部
の
大
学
で
は
、
大
学
の
役
割
の
一
つ
と
し

て
重
要
な
活
動
で
あ
る
と
明
言
し
、
積
極
的

に
実
施
機
関
と
契
約
を
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

大
学
に
と
っ
て
、
教
官
が
持
つ
専
門
性
や

経
験
は
貴
重
な
財
産
と
言
え
ま
す
。
こ
の
財

産
を
活
用
し
、
専
門
家
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
国
際
協
力
へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
大
学
と
の
差
別
化
や
実
践
的
な
研
究
・
教

育
の
場
の
確
保
、
新
規
収
入
源
の
創
出
な
ど

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
大
学
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
を
創
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

大
学
と
開
発
援
助

社
団
法
人
海
外
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業

協
会
（
E
C
F
A
）
は
、
1
9
6
4
年
に
現

経
済
産
業
省
と
現
国
土
交
通
省
の
許
可
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
社
団
法
人
で
、
わ
が
国
の
O

D
A
を
中
心
に
海
外
で
活
躍
す
る
開
発
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
な
ど
の
振
興
を
通
じ
、

国
際
協
力
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
、
大
学
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
参
加
に
対
応

し
、
大
学
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
数
大
学
が
会
員
と
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
し
て
い
ま
す
。

E
C
F
A
大
学
向
け
サ
ー
ビ
ス

開発コンサルタントとは…
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≪ECFA大学向けサービス≫

【特徴】
●国際協力における豊富な知識・ノウハウを有しています。
●開発コンサルタントの会員・開発関係機関とのネ
ットワークを有しています。

【サービス】
●ODA業務への参加のお手伝い。
●ODA業務実務研修のお手伝い。
●大学の教育プログラム（ODA関係）の充実のお手伝い。
●就職支援のお手伝い。
●開発業界でのネットワークづくりのお手伝い。
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